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1. はじめに 

近年，IoT(Internet of Things)の普及に伴い，

人々の暮らしをサポートする新しいサービスが生み

出されている．IoT 技術を活用して鏡に各種生活情

報や利用者の健康情報などを表示するスマートミラ

ーが注目されている．我々はこのスマートミラーに

着目し，我々が過去に開発してきた音声対話システ

ムとマルチメディアを融合した一般家庭向けの新し

いスマートミラーを用いたホームシステムの提案を

行う．本提案システムでは顔認識を用いて利用者の

特定を行い，利用者に合わせた情報提供や利用者の

好みに応じた音声対話エージェントの選択，かつそ

の音声対話エージェントとの会話を通じて宅内の家

電操作ならびに天候・知りたい情報・ニュースなど

の生活情報提供を行えるスマートミラーの開発を行

った. 

2. 関連研究 

近年，パソコンのディスプレイの前面にマジック

ミラーを設置して，マジックミラーの入射光と反射

光の性質を利用して，ディスプレイが鏡として見え

ながら各種情報を浮き出して表示するスマートミラ

ーと呼ばれる技術が企業及び大学などで多く開発が

進められている．スマートミラーの代表的な応用技

術としては，アパレルショップでの洋服の仮想的試

着[1]や，美容院分野ではヘアスタイルの仮想変更

シミュレーション，化粧品分野では仮想メイク表示

などがある[2]．ところで，1 日の人の生活のなか

で最も多く鏡を使用する場所は自宅といえる．特に

自宅ではリビング，玄関，お風呂場，化粧台などで

鏡を設置していることが多い．そこで，著者らはこ

のような場所で利用者の欲しい情報や，利用者の好

みの音声対話エージェントキャラクタを表示し，利

用者のパートナーのようにアドバイスしてくれる鏡

があったらと考えた．過去に我々は利用者の好みの

CG(Computer Graphics)キャラクタと音声対話でき

るシステムの開発[3]を行った．従って，過去の

我々のシステムと既存の顔認識技術[4]を組み合わ

せて，鏡に映る利用者に応じて，生活情報提供内容 

 

 

 

 

 

 

や音声対話エージェントのキャラクタ表示をかえ，

スマートミラーの音声対話エージェントよる生活ア

ドバイスや，インターネットテレビの観賞ができる

マルチメディア型スマートミラーの実現を目指した

ので本稿で述べる． 

 

3. マルチメディア型スマートミラー 

本章ではマルチメディア型スマートミラー

(Multimedia Smart Mirror を以下 MSMと呼ぶ)の概要，

MSM の開発，導入した音声対話システム，CG キャラ

クタの表示について説明する． 

 

3.1 MSMの概要  

本稿が提案する MSM の概要図を Fig. 1 に示す．

我々が開発したスマートミラーはディスプレイに

50 型テレビ(HISENS 製)を採用し，この 50 インチサ

イズに合ったマジックミラー(横 1112 ㎜×縦 626 ㎜

×厚さ 3 ㎜：特注品)をディスプレイの前面に設置

した．これにより，利用者の姿が鏡のように反射し，

鏡を見ながらディスプレイの画面が表示されるスマ

ートミラーとした．また，テレビにはマルチビュー

ワー(型式 EHD-606Y/ELEVIEW 製)を接続し，画面分

割を行う．マルチビューワーには生活情報表示(ニ

ュース，時間，顔認識など行う )を担当する

Raspberry PI4B，インターネットテレビ表示を行う

Fire TV Stick，音声対話エージェントである CGキ

ャラクタの表示切替えする Windows PC[3]を接続し，

それぞれの画面を分割表示させた．また，今回使用

したマルチビューワーは付属リモコンで画面を 1 画

面，2 画面分割，4 画面分割に切り替えることがで

き，本 MSM では 1 画面に設定したときのみ赤外線タ

ッチパネルで操作を行えるようにした．しかし，こ

の操作はシステムのシャットダウンなどを行う場合

に使用する． 

 
Fig. 1 MSM の概要 
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3.2 MSMの表示画面 

本提案の MSM の表示画面(4 分割画面表示)を Fig. 

2 に示す．ディスプレイの画面左側には，Smart 

Mirror AI[6]を参考に開発した時刻，お天気，記念

日までの日数，ニュースなどを表示させるエリアと

している．また，カメラで利用者を顔認識すると，

画面上に認識した利用者のアイコン顔画像を表示さ

せる． 顔認識は事前に登録した顔画像とカメラで

認識した顔が一致した場合，顔認証のアイコンに登

録した顔画像が表示される仕組みとなっている．顔

認証を行うことで，個人情報の保護や利用者の合っ

た情報の提供が可能となる．さらに，シャットダウ

ンと再起動ボタンを表示しており，タッチ操作にて

スマートミラーのシャットダウンや再起動が可能に

なっている．また，MSM の右下には音声対話を行う

CG キャラクタが表示され，利用者と自然対話が可

能である．右側の中央画面には Fire TV Stickによ

り得られたインターネットテレビが観賞できるエリ

アとなっており，右上の画面は音声対話処理を担当

する Raspberry PI 3B+のデバック画面として使用

している． 

 
Fig. 2 MSM の 4 分割時の表示画面 

 

3.3 音声対話 CGキャラクタの音声対話機能[3] 

マルチメディア型スマートミラーに導入した音声

対話 CG キャラクタの音声対話システムを Fig. 3 示

す．本システムは Raspberry Pi3B+ で開発を行った．

音声対話 CG キャラクタの音声対話機能実行用の

Raspberry Pi にはマイクとスピーカを接続しており，

音声対話 CG キャラクタは利用者の発言をマイクで

取り込み Google Speech API にて音声認識を行いテ

キストデータに変換する．変換したデータをもとに

User local 社の Chat bot にて返答テキストデータを生

成し，Open JTalk によって音声合成を行い，音声デ

ータに変換する．その後，変換した音声データをス

ピーカで出力することで利用者のとの音声対話を実

現している．また，「エアコンつけて」や「照明消

して」などの家電操作に関する 2 語以上のキーワー

ドを設定し，それらのキーワードを認識した際に

ECHONET-Lite を用いて家電操作を可能とする機能

を実装[3]した． 

 
Fig. 3 音声対話システム 

 

3.4 音声対話 CGキャラクタの表示[3] 

 Fig.4 に音声対話 CGキャラクタの選択及び表示

画面を示す．音声対話 CGキャラクタは，Web カメ

ラと FaceRig[5]，Live2D[6]を用いて，待機時と会

話時の Gif画像をそれぞれ作成した．通常は待機時

画面であるが，会話時に会話時の Gif画像に切り替

えることで CGキャラクタが実際に話しているよう

な演出を行っている．CGキャラクタの選択画面は

Visual Basic を用いて作成し，選択画面にて好き

なキャラクタを選択するとキャラクタを変更するこ

とができる．また，選択したキャラクタはそれぞれ

の見た目に合わせて声や口調などを設定した． 

 
Fig. 4 音声対話エージェント CGキャラクタの選択表示  

（CGキャラクタは FaceRig と Live2D を使用した） 

 

4. まとめ 

本稿では普段自分の容姿を写すために用いられる

鏡に時間や天気，ニュース等の各種情報を表示し，

マルチビューワーによって音声対話 CG キャラクタ

による対話や家電操作，各種ストリーミングメディ

アプレイヤによる映像サービスを提供できる一般家

庭向けの MSMを提案し，実際にプロトタイプ開発を

行った．しかし，カメラの顔認識により利用者の趣

味嗜好に合った情報を提供できる機能が未実装なた

め，今後さらに開発を進めていく予定である． 
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